
「データセンターの安全・信頼性に係る情報開示指針」（平成21年２月　総務省）　新旧対照表

【記述内容】 必須/選択
（注）

【記述内容】 必須/選択
（注）

1 （略） 1 （略）

－  事業・事業所 － 事業・事業所

2
～
8

（略） 2
～
8

（略）

－ 人材　 － 人材

9
～
12

（略） 9
～
12

（略）

－ 財務状況 － 財務状況

13
～
19

（略） 13
～
19

（略）

－ 資本関係・取引関係 －

20
～
22

（略） 20
～
22

（略）

－  コンプライアンス － コンプライアンス

22
～
27

文書類 （略） 22
～
27

文書類 （略）

28 事業継続に関する規程等の整備 事業継続に関する基本方針、計画、マニュアル等の文書類の有無と、有りの場合
は文書類の名称

（追加）

29 上記の文書類の経営陣による承認の有無

30 リスク管理に関する規程等の整
備

リスク管理に関する基本方針、計画、マニュアル等の文書類の有無と、有りの場
合は文書類の名称

（追加）

31 上記の文書類の経営陣による承認の有無

－ ハウジング　（建物・設備） － ハウジング　（建物・設備）

32
～
37

建物 （略） 28
～
33

建物 （略）

38 所在地 （略） 34 所在地 （略）

39 （略） 35 （略）

40 特筆すべき立地条件上の優位性があれば記述（例：標高、地盤等） 選択 （追加）

41
～
76

（略） 36
～
71

（略）

77 環境対応 （略） 72 環境対応 （略）

78 特筆すべき環境対応策 リサイクルの取組み（紙ゴミ等）、自然エネルギー活用、廃熱対策、ラック間・
ラック内の熱だまり対策、水使用量への配慮、化学物質・有害物資管理、生物多
様性への配慮、輸送への配慮　等

選択 73 その他の環境対応策 その他特筆すべき環境対策
（紙ゴミリサイクル化、自然エネルギー活用、廃熱対策、ラック間・ラック内の
熱だまり対策等）

選択

－ ハウジング　（ネットワーク） － ハウジング　（ネットワーク）

79
～
86

（略） 74
～
81

（略）

改定後 改定前

前提１：＜情報開示の対象＞
　　　　（略）

前提１：＜情報開示の対象＞
　　　　（略）

前提２：＜ハウジング、ホスティングの定義＞
　　　　（略）

前提２：＜ハウジング、ホスティングの定義＞
　　　　（略）

①　（略） ①　（略）

必須

②「IaaS（Infrastructure as a Service）」とは、サーバ、ハードディスク、ストレージ等のASP・SaaS・PaaSに必要なハードウェア資源を提供する
サービスを指し、広義にはデータセンターを包含するサービスのことをいう。また、「PaaS（Platform as a Service）」とは、狭義にはシステム資
源、開発・実行資源、ネットワーク資源等を提供するサービスを指し、広義にはデータセンター及びIaaSを包含するサービスのことをいう。なお、IaaS
及びPaaSを総称してホスティングサービスという場合もある。

②「ホスティング」とは、高付加価値サービス、ネットワークサービス、ハードウエア提供サービス等「狭義のホスティングサービス」（一般的なホス
ティングサービスから上記のハウジングサービス部分を除いたもの）を指す。なお、利用者へのサーバ・NW機器等のレンタル及びレンタル機器に対する
サービスはホスティングに含むものとする。

【情報開示項目】 【情報開示項目】

資本関係・取引関係

必須
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別添３



改定後 改定前

－ ハウジング　（サービスの内容） － ハウジング　（サービスの内容）

87
～
104

（略） 82
～
99

（略）

－ ハウジング　（サービスサポート） － ハウジング　（サービスサポート）

105
～
117

（略） 100
～
112

（略）

（削除） －

（削除） 113 ハードウエア提
供サービス

サーバ提供サービス
（搭載OS）

共用サーバ、専用サーバ、仮想化サーバ等のサービス内容
（Windows,Unix,Linux 等のOSを記述）

必須

114 ストレージ提供サービス ストレージ提供サービスの内容 必須

（削除） 115 ネットワーク
サービス

管理者接続用ネットワーク提供
サービス

リモートデスクトップ、SSH等の接続手段の内容 必須

116 ネットワーク機器提供サービス ルーター、スイッチ等のネットワーク機器提供サービスの内容 必須

（削除） 117 高付加価値サー
ビス

ソフトウエア開発環境支援サー
ビス

Java、Servlet、Perl、PHP、Ruby、C/C++、その他のオープンソースの開発環境
の提供等

必須

118 セキュリティサービス ウイルス対策、ファイアウオール、侵入検知、SSL、セキュリティ診断等のサー
ビス内容

必須

119 Web系サービス Ｗｅｂ系サービスの内容 必須

120 メール系サービス メール系サービスの内容 必須

121 ロードバランサーサービス ロードバランサーサービスの内容 必須

122 バックアップ・リストアサービ
ス

バックアップサービス、障害時のリストアサービス等の内容 必須

123 その他サービス 各種申請代行、決済代行、業務代行等の内容 必須

（削除） 124 支援サービス 障害対応 レンタル機器類の障害時対応サービスの有無と、
有りの場合にはその内容（障害切り分け・復旧、ベンダーへの手配等）

必須

125 定期運用 レンタル機器類の定期運用サービスの有無と、
有りの場合にはその内容（電源ON/OFFや再起動等の代行、機器のLEDの確認、運
用手順書に沿った日々の運用作業等）

必須

126 運用・保守 レンタル機器類の運用・保守支援サービスの有無と、
有りの場合にはその内容（死活監視、障害監視、リソース監視、運用支援、バッ
クアップ等のオペレーション等）

必須

－ （追加）

118 サービス構成
（システム基盤
サービス）

提供OS 仮想化OSの提供の有無、
単一OSとして動くOS（Windows、Unix、Linux等）を記述

必須 （追加）

119 サーバ管理 サーバOS初期化、OSに関するパッチアップデート等のサービス内容 必須

120 ASP・SaaS支援サービス 検索、認証、決済・課金、セキュリティ、位置情報、タイムスタンプ、メディ
ア、言語変換等のサービス内容

必須

121 管理者接続用ネットワーク提供
サービス

リモートデスクトップ、SSH等の接続手段の内容 必須

122 バックアップ・リストアサービ
ス

バックアップサービス、障害時のリストアサービス等の内容 必須

123 その他サービス 各種申請代行、決済代行、業務代行、コンサルティング等の内容 必須

124 サービス構成
（開発・実行基
盤サービス）

ソフトウエア開発環境支援サー
ビス

Java、Servlet、Perl、PHP、Ruby、C/C++、その他のオープンソースの開発環境
の提供等

必須 （追加）

125 ドメイン等管理サービス IPアドレス管理、ドメイン取得・管理、DNSサーバ等のサービス内容 必須 （追加）

126 メールサービス Webメール、メーリングリスト等のサービス内容 必須

127 Webサービス Webサーバ、FTPサーバ、Webアカウント、アクセス制御、アクセスログ解析、ア
クセスログ取得、ブログ、掲示板などのサービス内容

必須

128 その他 API、DBサーバ等のサービス内容 必須

129 サーバ提供サービス 共用サーバ、専用サーバ等のサービス内容 必須 （追加）

130 ストレージ提供サービス ストレージ提供サービスの内容 必須

131 レンタル機器サービス レンタル機器類の障害時対応サービス、定期運用サービス、運用・保守支援サー
ビスの有無と、有りの場合にはその内容

必須

サービス構成
（アプリ基盤
サービス）

サービス構成
（ハード基盤
サービス）

ホスティング　＜定義については、表頭の前提２を参照のこと＞
　（上記の当該データセンターにおいて、提供しているホスティングサービスについて限定し、記述する）

IaaS・PaaS（サービスの内容）
　＜上記（32）の識別名を持つ当該データセンターにおいて提供しているIaaS・PaaSについて限定し、記述する＞



改定後 改定前

132 統合リソース提供サービス 仮想リソース群（仮想マシン、サーバ、ストレージ、ネットワーク等）を統合し
て提供するサービスの内容

必須

133 ロードバランサーサービス ロードバランサーサービスの内容 必須 （追加）

134 ネットワーク機器提供サービス ルーター、スイッチ等のネットワーク機器提供サービスの内容 必須

135 データ管理 データの所在 IaaS＋PaaSサービス提供時における顧客データの保存先・所在先（国名） 必須 （追加）

136 他の使用データセンター IaaS＋PaaSサービス提供時において、一部他のデータセンターを同時に使用して
いる場合にはその識別名

必須

サービス構成
（ネットワーク
基盤サービス）




